
                               

部
屋
ご
と
の
利
用
者
数
の
制
限
や
、

館
内
で
の
飲
食
な
ど
が
緩
和
さ
れ
、

セ
ン
タ
ー
事
業
や
サ
ー
ク
ル
活
動

に
笑
顔
と
活
気
が
戻
っ
た
年
に
な

り
ま
し
た
。 

 
 

   

今
年
度
の
セ
ン
タ
ー
講
座
は
１

２
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
バ
ル
ー
ン
ア

ー
ト
講
座
を
最
後
に
無
事
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
講
座
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
高
齢
者
対
策
と
し
て
伊
奈

か
っ
ぺ
い
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

等
の
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を

始
め
４
３
事
業
延
べ
約
７
０
回
、
９

０
０
人
、
展
示
会
や
夏
ま
つ
り
の
イ

ベ
ン
ト
が
１
２
０
０
人
と
な
り
、
講

座
と
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
数
は
対

前
年
度
比
３
０
パ
ー
セ
ン
ト
増(

１

２
月
２
３
日
現)

と
な
り
ま
し
た
。 

特
に
、
７
月
に
開
催
し
た
第
２
回

「
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
夏
ま
つ
り
」

は
、
町
会
や
サ
ー
ク
ル
、
保
育
園
、

学
校
な
ど
の
ご
協
力
で
、
多
く
の
地

域
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

東部市民センターだより
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新
年
明
け
ま
し
て 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

当
協
議
会
は
、
東
部
市
民
セ
ン
タ

ー
の
管
理
運
営
を
市
か
ら
の
受
託

に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
も
地
域
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

令
和
六
年
元
旦 

 

青
森
市
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー 

管
理
運
営
協
議
会 

会
長 

大
坂 

 

昭 

セ
ン
タ
ー
講
座
に
は 

延
べ
９
０
０
人
が
参
加 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

今
年
は
開
館
４
０
周
年
！ 

新
年
は
１
月
４
日
か
ら 

 

笑いで始まり笑いで終わった伊奈かっぺいさんの

トークショー「健康だから暴飲暴食ができる」 

今
年
も
、
地
域
の
皆
様
の
元
気
と 

健
康
を
テ
ー
マ
に
、
セ
ン
タ
ー
講
座

や
ロ
ビ
ー
展
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
更
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
と
開
館

４
０
周
年
を
祝
う
記
念
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
気
持
ち
も

新
た
に
、
明
る
く
元
気
に
セ
ン
タ
ー

の
管
理
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
本
年
も
東
部
市
民
セ

ン
タ
ー
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
当
セ
ン
タ
ー
は
、
１
月
４
日
（
木
）

か
ら
通
常
通
り
午
前
９
時
に
開
館

し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
ま
す
。 

迎
春 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
は
、
健

や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま 

す
。
昨
年
５
月
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
法
律
上
の
分
類
が
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
の

「
５
類
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
当
市
民

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
こ
れ
を
機
に
、 

◆
副
会
長
／
福
原 

寛(

野
内)

、 

和
田
隆
司(

宮
田) 

◆
理
事
／
尾
崎 

久(

久
栗
坂)

、 

福
田 

隆(

桑
原)

、
小
笠
原
千
代
春

(

後
萢)

、
東 

一
雄(

原
別)

、
植
村

輝
男(

平
新
田)

、
鹿
内
正
代
志(

戸

崎)

、
小
笠
原
正
勝(

泉
野)

、
成
田
信

一(

矢
田
前)

、
木
原
民
一(

諏
訪

沢)

、
津
川 

實(

築
木
館)

、
古
川
正

行(

岡
造
道)

、
山
田
謙
一(

矢
作)

、

福
田
敏
明(

矢
田) 

◆
監
事
／
白
取
清
彦(

八
幡
林)

、 

古
川
憲
正(

矢
作) 

◆
代
議
員
／
堤
多
津
彦
・
蝦
名
憲
正

(

久
栗
坂)

、
白
鳥
恒
典
・
柴
田
知
弘

(

野
内)

、
白
取
裕
士
・
小
笠
原
勝
美

(

原
別)

、
斎
藤
修
一
・
宮
本
文
明(

平

新
田)

、
工
藤 

健
・
市
川
久
也(

矢

田
前)

、
山
田
良
一(

諏
訪
沢)

、
山
田 

守
・
倉
内
豊
美(

本
泉)

、
小
笠
原
光

春(

宮
田) 

 
 
 

 

＊
敬
称
略 



 
 

                

サ
ー
ク
ル
紹
介 

石
川
流
津
軽
笑
っ
せ
手
踊
り
愛
好
会 

 

継
い
で
欲
し
い
。」
と
、
ま
た
会
の
代
表
の

中
谷
さ
ん
は
「
仲
間
に
な
っ
て
楽
し
く
踊

っ
て
体
幹
を
鍛
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

本県では、津軽三味線奏者の初代高橋竹山さんに次いで 3 人目の名人

位となった石川流二代目の石川久美子さん(前列中央)と会員の皆さん 

当
市
民
セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
に
、

５
７
団
体
が
定
期
的
に
サ
ー
ク
ル
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
令
和
３
年
５
月
に
結
成
し

た
会
員
１
６
人
の
「
石
川
流
津
軽
笑
っ

せ
手
踊
り
愛
好
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

以
前
市
内
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
津

軽
笑
っ
せ
劇
場
」
の
津
軽
手
踊
り
に
魅

了
さ
れ
た
１
０
代
か
ら
５
０
代
の
方

が
集
い
、
石
川
流
二
代
目
の
石
川
久
美

子
名
人
を
講
師
に
招
き
毎
週
木
曜
日

の
午
後
６
時
か
ら
稽
古
し
て
い
ま
す
。 

津
軽
手
踊
り
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の

と
お
り
テ
ン
ポ
の
早
い
曲
で
、
か
か
と

を
つ
か
ず
中
腰
の
低
い
姿
勢
と
、
手
や

指
先
の
し
な
り
、
そ
し
て
、
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
踊
る
の
が
特
徴
的
で
す
。 

講
師
の
石
川
名
人
は
「
手
踊
り
の
稽

古
を
と
お
し
て
、
三
味
線
や
民
謡
な
ど

の
津
軽
の
郷
土
芸
能
や
文
化
を
受
け 
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実施日 会場 受付時間 

2 月 6 日(火) 道の駅 ゆ～さ浅虫 

9:30～13:30 2 月 7 日(水) 久栗坂町民会館 

2 月 9 日(金) 東岳コミュニティセンター 

2 月 13 日(火) 東部市民センター 9:30～15:00 

    

厄
年 

今
年
は
辰
年 

 

 

◇
厄
年
と
は
、
災
難
や
障
り
が
身
に

降
り
か
か
り
や
す
い
年
の
こ
と
で
、

中
で
も
男
性
４
２
歳(

昭
和
５
８

年
生
、
い
の
し
し)

、
女
性
３
３

歳(

平
成
４
年
生
、
さ
る)

は
「
大

厄
」
と
呼
び
、
特
に
注
意
が
必
要

な
年
齢
で
す
。 

女
性
は
３
３
と
い
う
数
字
の
た
め

「
散
々
」
、
男
性
は
４
２
で
あ
る
こ

と
か
ら
「
死
に
」
通
じ
る
か
ら
と
い 

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の 

前
年
を
前
厄
、
後
年
を 

後
厄
と
し
て
、
３
年 

間
の
注
意
を
促
し 

て
い
ま
す
。 

  

◇
今
年
は
、
干
支
で
言
う
と
「
甲

辰
」(

き
の
え
・
た
つ)

年
で
す
。 

干

支
と
は
、
干(

十
干)

が
十
種
、
支

(

十
二
支)

が
十
二
種
で
、
両
方
を

組
み
合
わ
せ
る
と
６
０
通
り
で
、
こ

れ
が
一
巡
す
る
と
還
暦
と
な
り
ま

す
。
一
般
に
は
十
二
支
が
使
わ
れ
甲

辰
年
は
「
辰
年
」
と
呼
ば
れ
、
「
春

の
日
差
し
が
、
あ
ま
ね
く
成
長

を
助
く
年
」
に
な
る
よ
う
で
す
。 

東部市民センターで 

マイナンバーカード   
     を作ろう！ 

◆とき/2 月 6 日 

(火)、10:00～ 

17:00(写真撮影無料) 

◆持ち物(①～③の

いずれかを持参) ①個人番号の通知カ

ードまたは個人番号通知書 ➁申請

書 ID 付きの個人番号カード交付申請

書 ➂住民票の写しなど個人番号の

わかるもの  (問)市民課/718-0440 

 

焼納祭 

焼納祭とは、一年

間ご加護いただいた

御神札や御守に感謝

の気持ちを捧げ、無

病息災・家内安全を

願う火祭りです。 

◆原別稲荷神社 

1/10(水)10:00～ 

◆八幡宮(浅虫) 

1/10(水)10:00～ 

◆諏訪神社(栄町) 

1/7(日)11:00～ 

◆廣田神社(長島) 

 1/7(日)10:00～ 

令和６年度の「市・県民税」の申告は 

東部地区の「臨時申告受付会場」で！ 

２月 16 日(金)から市役所駅前庁舎で始まる令和６年度

「市・県民税」の申告受付を前に、東部地区では東部市民

センターなど 4 カ所で「臨時申告受付」が行われますので

ご利用ください。 

◆問合せ/青森市役所市民税課(電話 734-5193) 

 

発
行
／
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー 

青
森
市
原
別
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３
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６
２
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Ｆ
Ａ
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７
３
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６
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(どんと焼き) 


